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地
域
社
会
に
根
ざ
し
た

金
剛
禅
活
動
充
実
に
取
り
組
む

2011年度事業方針
▪
２
０
１
１
年
度
事
業
方
針

　

事
業
方
針
は
、
次
の
４
つ
で
す
。

⑴
組
織
機
構
改
革
全
体
の
点
検
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
調
整
を
図
る
。

⑵
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

下
、
よ
り
一
層
の
少
林
寺
拳
法
の
価
値
と

信
頼
性
の
向
上
を
図
る
。

⑶
本
山
な
ら
び
に
道
院
の
布
教
体
制
の
点

検
と
、
更
な
る
門
信
徒
の
教
化
育
成
、
布

教
の
充
実
を
図
る
。

⑷
開
祖
生
誕
１
０
０
年
事
業
を
施
行
す

る
。

▪
事
業
概
要（
重
点
実
施
項
目
）

　

続
い
て
、
２
０
１
１
年
度
の
特
に
重
点

的
な
実
施
項
目
を
以
下
の
と
お
り
定
め
ま

す
。

⑴
組
織
機
構
改
革
施
行
に
伴
う
詳
細
補
足

点
検
整
備
の
実
施
に
つ
い
て

・
金
剛
禅
の
更
な
る
充
実
を
図
る
べ
く
、

教
化
育
成
、
布
教
の
た
め
の
各
種
講
習
会

を
実
施
す
る
。

・
本
山
内（
役
職
員
）の
意
識
改
革
、
内
局

体
制
の
最
適
化
、
経
常
経
費
の
削
減
。

・
本
山
内
の
人
事
、
労
務
、
給
与
、
予
実

管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

・
運
営
指
導
対
応
者
の
減
少
の
具
体
化
を

図
る
。

⑵
開
祖
生
誕
１
０
０
年
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

・
本
山
所
有
建
造
物
修
復
な
ど
の
寄
付
金

制
度
を
具
体
化
す
る
。

⑶
少
林
寺
拳
法
の
価
値
と
信
頼
性
の
向
上

（
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
）の
継
続
に
つ
い
て

・
商
標
使
用
申
請
業
務
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
・
ロ
ゴ
プ
レ
ー
ト
表
示
の
推
進（
継

続
）、
都
道
府
県
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
推
進

委
員
と
の
連
携
を
図
る
。

・
危
機
管
理
か
ら
の
観
点
も
合
わ
せ
た
、

門
信
徒（
指
導
者
・
拳
士
）の
安
全
管
理
、

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
ア
ル
ハ
ラ
防

止
、
個
人
情
報
保
護
活
動
、
薬
物
使
用
防

止
な
ど
の
啓
発
活
動
。

＊　

＊　

＊

　

本
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
、
少
林
寺
拳

法
グ
ル
ー
プ
の
組
織
機
構
改
革
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
伴

う
新
方
式
で
の
事
務
手
続
き
に
お
き
ま
し

て
は
、
ア
ク
セ
ス
が
で
き
な
い
な
ど
の
不

　

２
０
１
０
年
度
に
本
山
で
開
催
さ
れ
た

主
な
行
事
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
報

告
す
る
。

金剛禅総本山少林寺　宗務部

　

２
０
１
０
年
度
本
山
行
事
報
告

具
合
に
よ
り
、
皆
様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り

て
深
く
お
詫わ

び
い
た
し
ま
す
。

　

本
法
人
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
グ
ル
ー

プ
の
一
員
と
し
て
、「
人
づ
く
り
に
よ
る

国
づ
く
り
」と
い
う
宗
道
臣（
開
祖
）の
志

を
基
に
、
地
域
社
会
に
し
っ
か
り
と
根
ざ

し
た
金
剛
禅
運
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
被
災
さ
れ
た
地
域
の
方
々
の
復
旧
、
復

興
の
支
援
活
動
も
、
鋭
意
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
道
院
長
の
皆
様
、
門
信
徒
の
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

①
道
院
長
研
修
会
：
本
山
で
４
回
、
熊
本

（
九
州
・
沖
縄
地
区
）、
札
幌（
北
海
道
・

東
北
地
区
）で
そ
れ
ぞ
れ
１
回
開
催
し
た
。

２
０
１
１
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
る
少
林

寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
全
体
に
お
け
る
組
織
機

構
改
革
の
具
体
的
内
容
と
、
そ
れ
に
関
連

す
る
制
度
の
変
更
に
関
す
る
講
習
を
行

い
、
受
講
者
と
の
質
疑
応
答
に
も
多
く
の

時
間
を
取
る
こ
と
で
理
解
を
促
し
た
。
併

せ
て
、
道
院
長（
布
教
者
）の
あ
り
方
、
道

院
運
営
や
門
信
徒
の
教
化
育
成
の
あ
り
方

に
関
す
る
講
習
も
重
点
的
に
行
い
、「
金
剛
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者
論
』『
教
学
原
論
』な
ど
教
学
に
関
す
る

講
義
や
儀
式
実
習
・
法
話
演
習
・
法
座
の

実
習
を
行
い
、
補
任
請
願
者
に
は
僧
階
辞

令
が
授
与
さ
れ
、
金
剛
禅
運
動
の
布
教
者

と
し
て
の
使
命
感
を
新
た
に
し
た
。

⑤
講
習
会（
１
次
、
２
次
）：
開
祖
の
志
を

自
分
の
志
と
で
き
る
よ
う
、「
志
を
立
て

る
」を
テ
ー
マ
と
し
て
2
回
実
施
し
、
４

９
０
人
が
受
講
し
た
。
僧
階
講
義
を
は
じ

め
、
剛
法
・
柔
法
で
は
基
本
法
形
か
ら
運

用
法
、
演
武
修
練
ま
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

行
っ
た
。
ほ
か
に
も
２
０
１
１
年
4
月
よ

り
施
行
さ
れ
る
コ
ー
ス
制
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
四
段
以
上
の
拳
士
を
対
象
に
羅
漢

圧
法
の
講
習
も
行
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
制
を

取
り
入
れ
、
班
長
を
中
心
に「
志
」に
つ
い

て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
活
発
に
行
わ

れ
た
。

⑥
宗
道
臣
塾（
ス
テ
ー
ジ
ゼ
ロ
１
次
、
２

次
）：
開
祖
が
何
の
た
め
に
こ
の
組
織
を

創つ
く

っ
た
の
か
と
い
う
原
点
に
戻
り
、
自
分

の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
自

ら
の
志
を
立
て
、
そ
れ
を
日
常
生
活
の
中

で
実
践
し
な
が
ら
人
間
力（
人
の
質
）を
高

め
て
い
く
こ
と
、
更
に
は
、
人
や
社
会
に

役
立
つ
人
間
へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
べ
く
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

⑦
少
年
部
指
導
講
習
会
：
少
年
部
指
導
に

携
わ
る
１
０
２
人
の
拳
士
が
受
講
し
た
。

道
院
長
研
修
会
で
の
要
望
を
受
け
て
、
楽

し
み
な
が
ら
基
礎
体
力
や
運
動
能
力
の
向

上
が
図
れ
る
準
備
体
操
を
紹
介
し
、
ま
た

最
近
さ
ま
ざ
ま
に
研
究
さ
れ
て
い
る
発
達

障
害
に
関
す
る
講
義
を
中
心
に
行
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
少
年
部
指
導
に
関
す
る
講

義
、
指
導
技
術
の
紹
介
と
研
究
を
行
い
、

少
年
部
指
導
技
術
の
向
上
を
図
っ
た
。

⑧
本
山
考
試
員
・
審
判
員
研
修
会
：
よ
り

質
の
高
い
考
試
・
審
判
技
術
の
向
上
と
、

新
し
い
資
格
制
度
に
お
け
る
試
験
方
法
、

新
し
い
試
み
で
あ
る
拳
系
指
定
組
演
武
の

採
点
方
法
の
周
知
を
目
的
と
し
て
開
催

し
、
１
１
２
人
の
本
山
考
試
員
・
審
判
員

が
受
講
し
た
。

⑨
達
磨
祭
：「
あ
な
た
と
私
と
少
林
寺
拳

法
と
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
本
尊

で
あ
る
達だ

る

磨ま

大
師
の
遺
徳
を
偲し

の

ぶ
法
要
で

は
、
初
の
試
み
と
し
て
一
般
開
放
を
行

い
、
５
０
０
人
が
参
列
し
た
。
ま
た
演
武

会
で
は
多
く
の
拳
士
が
参
加
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
物
が
演
出
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
を

は
じ
め
と
し
て
、
本
山
内
各
所
に
出
店
が

並
び
、
約
3
０
０
０
人
の
来
山
者
で
賑に

ぎ

わ
っ
た
。
地
元
に
少
林
寺
拳
法
を
強
く
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑩
新
春
法
会
：
本
堂
に
て
行
い
、
約
８
０

０
人
が
参
列
し
た
。
教
典
唱
和
、
代
表
年

頭
挨あ

い

拶さ
つ

に
続
き
、
道
院
長
勤
続
表
彰
、
グ

ル
ー
プ
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
の
授
与
、
門

信
徒
代
表
挨
拶
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、

演
武
会
、
稽け

い

古こ

始
め
も
催
さ
れ
、
本
山
施

設
内
は
多
く
の
道
院
長
、
拳
士
で
賑
わ

い
、
開
祖
生
誕
１
０
０
年
に
あ
た
る
２
０

１
１
年
の
幕
開
け
を
皆
で
祝
し
た
。

⑪
帰
山
：
７
回
実
施
し
、
１
４
０
１
人
が

帰
山
し
た
。
宗
門
の
行
で
あ
る
少
林
寺
拳

法
の
修
練
や
金
剛
禅
に
関
す
る
法
話
に
加

え
、
拳
士
の
家
族
や
保
護
者
を
対
象
に
子

育
て
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
併
せ
て
実

施
し
た
。

禅
の
充
実
」を
テ
ー
マ
に
研
修
を
行
っ
た
。

②
道
院
長
資
格
認
定
研
修
会
：
２
回
実
施

し
、
46
人
が
受
講
し
た
。
道
院
長
に
な
る

に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
や
使
命
感
に
関
す

る
講
義
、
各
種
手
続
き
方
法
に
関
す
る
講

義
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
組
織

機
構
改
革
に
関
連
し
た
講
義
や
金
剛
禅
教

学
に
関
す
る
講
義
を
重
点
的
に
行
い
、
実

技
と
面
接
の
審
査
を
実
施
し
た
。

③
認
証
式
：
新
た
に
76
人
が
道
院
長
と
し

て
認
証
さ
れ
た
。
式
典
で
は
全
体
で
誓
願

文
の
奉
読
を
行
い
、
浦
田
代
表
か
ら
認
証

書
の
辞
令
と
と
も
に
、
激
励
の
言
葉
を
受

け
て
、
道
院
長
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

④
僧
階
補
任
講
習（
前
期
、
後
期
）：
２
回

実
施
し
、
26
人
が
受
講
し
た
。
日
が
昇
り

き
る
前
の
清
浄
な
空
気
の
中
で
作さ

務む

、
鎮

魂
行
を
行
い
、
続
い
て
少
林
寺
拳
法
修
行

法（
易え

っ

筋き
ん

行ぎ
ょ
う）を
行
っ
た
。
そ
し
て『
指
導
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総
務
係
：
各
種
委
員
会
・
会
議
な
ど
の

調
整
、
人
事
・
労
務
関
係
、
下
賜
・
頒
布

物
品
の
取
り
扱
い
な
ど

秘
書
業
務
：
渉
外
業
務

監
督
官
庁
、
関
東
地
区
の
一
般
渉
外
な
ど

の
関
係
業
務

関
東
以
北
に
お
け
る
布
教
活
動
の
拠
点
と

し
て
の
業
務

監事
川崎敏夫・岡部好孝

責任役員会（責任役員）
浦田武尚・宗由貴・山﨑博通

長田正紀・安田嘉昌・田村明・中川英昭
総代会（総代）

竹田則幸・海鋒雅之・矢島隆禅
見﨑俊次・柳川瀬一美・西尾武

鈴木義勝・小野芳洪・久保田利幸

代表役員（代表）：浦田武尚

東京別院
別院長：秋𠮷好美

2011年組織図

事務局長：中川英昭
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道
院
長
資
格
認
定
研
修
会

　

1
月
28
日
～
１
月
30
日
の
３
日

間
、
本
山
に
お
い
て
道
院
長
資
格
認

定
研
修
会
が
行
わ
れ
、
21
人
が
受
講

し
た
。

　

本
研
修
会
で
は
、
今
後
道
院
長
に

な
る
に
あ
た
っ
て
の
志
や
使
命
感
お

よ
び
健
全
な
道
院
運
営
に
お
け
る
理

念
や
危
機
管
理
の
必
要
性
に
つ
い
て

講
義
が
行
わ
れ
た
。
併
せ
て
４
月
に

施
行
す
る
組
織
機
構
改
革
に
関
連
し

た
講
義
も
重
点
的
に
行
わ
れ
た
。

　
「
決
意
表
明
」と
い
う
テ
ー
マ
で
行

わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
道
院

長
を
目
指
し
た
決
意
や
道
院
の
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
互
い
に
発
表
し
、
意

見
を
交
わ
し
合
う
こ
と
で
、
受
講
者

そ
れ
ぞ
れ
が
、
道
院
長
へ
の
決
意
を

一
層
確
固
た
る
も
の
に
で
き
た
よ
う

で
あ
る
。

　

受
講
者
は
、
講
義
に
お
い
て
も
審

査
に
お
い
て
も
、
一
挙
手
一
投
足
、

気
を
引
き
締
め
て
研
修
会
に
臨
ん
で

い
た
。
組
織
機
構
改
革
の
本
番
を
控

え
た
今
、
道
院
長
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
た
21
人
の
今
後
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
。　　
　
　
　

 （
冨
田
雅
志
）

NEWS   活動報告

道
院
長
へ
の
決
意
を

よ
り
一
層
固
め
る

宗務局長：田村明

宗務部
部長：中山元宏

法務部
部長：藤井省吾

総務部
部長：堀家富世

財務部
部長：宮本公己

法
務
課

  

課
長

  

近
藤
典
子

管
財
課

  

課
長［
兼
］

  

堀
家
富
世

総
務
課

  

課
長

  

中
山
享
世

経
理
課

  

課
長

  

廣
田
真
理
子

布
教
課

  

課
長

  

飯
野
貴
嗣

布
教
・
教
化
育
成
全
般
・
帰
山
・
研
修
会
・

講
習
会
関
係
な
ど

宗
務
課

  

課
長［
兼
］

  

中
山
元
宏

研
修
会
・
講
習
会
に
関
す
る
手
続
き

運
営
指
導
課

  

課
長［
兼
］

  

中
山
元
宏

道
院
運
営
・
指
導
・
支
援
全
般
、

道
院
会
計
な
ど

裁
判
関
係
・
対
外
的
調
整
指
導
関
係
な
ど

施
設
管
理
保
守
な
ど

法
人
経
理
事
務
な
ど
・
決
算
関
係
な
ど

財
務
担
当
参
事

  

大
坪
巧
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組
織
を
生
か
す
と
い
う
こ
と

vol.16　宗務局長　田村 明

以備待時　以時興事

　
「
以
備
待
時　

以
時
興
事
」、
こ
の
意
味

は「
備
え
を
持
っ
て
時
を
待
ち
、
時
を

待
っ
て
事
を
興
す
。（
周
到
な
準
備
を
整

え
て
好
機
の
到
来
を
待
つ
。
好
機
到
来
と

見
る
や
、
た
だ
ち
に
行
動
を
開
始
す

る
）」、
中
国
の
古
典「
管
子
」の
中
の
言
葉

で
あ
る

　
「
い
ざ
と
い
う
と
き
」「
今
が
そ
の
と
き
」

な
ど
、
決
心
し
て
出
る
と
き
が
誰
に
で
も

あ
る
。
い
つ
自
分
の
出
番
が
来
て
も
大
丈

夫
、
準
備
万
端
整
っ
て
い
る
、
指
導
者
な

ら
そ
う
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
日
々
精
進
し

て
、
勉
強
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
対

応
が
で
き
る
、
そ
う
あ
り
た
い
と
思
う
。

　

何い

時つ

ど
の
よ
う
な
と
き
で
も
、
自
分

だ
っ
た
ら
こ
の
と
き
は
こ
う
す
る
、
こ
の

と
き
は
こ
う
話
す
。
い
つ
で
も
自
分
に
置

き
換
え
て
状
況
設
定
を
す
る
心
構
え
が
必

要
で
あ
る
。
た
だ
漫
然
と
待
つ
の
で
は
な

く
、
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
さ
ず
タ
イ
ミ
ン
グ

を
図
る
こ
と
も
、
能
力
の
一
つ
か
も
し
れ

な
い
。

　

さ
て
こ
の
準
備
の
こ
と
で
あ
る
が
、
単

に
心
構
え
だ
け
で
は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら

の
勉
強
が
大
切
で
あ
る
。
自
分
は
何
を
す

べ
き
か
、
何
が
で
き
る
の
か
な
ど
絶
え
ず

自
問
自
答
し
、
勉
強
に
励
む
こ
と
が
指
導

者
の
あ
り
方
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
こ

で
は
謙
虚
に
待
つ
と
い
う
姿
勢
も
必
要
で

あ
り
、
い
つ
で
も
補
佐
で
き
る
状
況
に
自

ら
を
置
く
。
ま
た
、
い
つ
で
も
リ
ー
ダ
ー

に
な
れ
る
心
構
え
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

せ
っ
か
く
こ
の
世
に
一
度
だ
け
生
ま
れ

て
き
た
の
だ
か
ら
、
自
分
と
い
う
存
在
に

意
義
が
あ
る
、
そ
う
い
う
生
き
方
を
し
た

い
で
は
な
い
か
。

　

た
だ
飯
食
っ
て
何
と
な
く
生
き
て
い
る

だ
け
と
い
う
の
で
は
ダ
メ
だ
。
世
の
中
の

た
め
に
役
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
と
き
に
、
組
織
つ
ま
り
人
間
の
結

合
体
は
重
要
で
す
。
ど
ん
な
に
多
く
の
共

鳴
者
や
支
持
者
が
い
た
と
し
て
も
、
組
織

化
し
て
い
な
け
れ
ば
、
単
な
る
羊
の
群
れ

に
す
ぎ
な
い
。
一
匹
の
狼

お
お
か
みに

か
く
乱
さ

れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
「
烏う

合ご
う

の
衆
」と
も
い
い
ま
す
ね
。
つ
ま

り
カ
ラ
ス
の
集
ま
り
み
た
い
な
も
の
で
、

石
一
つ
投
げ
た
ら
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
そ

れ
ぞ
れ
別
の
方
へ
逃
げ
て
し
ま
う
。

　

諸
君
の
道
院
で
も
、
門
下
生
が
ど
れ
だ

け
い
よ
う
と
も
、
道
院
長
が
み
ん
な
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
ら
ダ
メ

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
組
織
化
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
入
門
書
を
書
か
せ
た
と
か
、
判
を

押
さ
せ
た
と
か
が
組
織
で
は
な
い
。
門
下

生
み
ん
な
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、

組
織
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。

　

ど
ん
な
組
織
で
も
、
そ
の
維
持
・
発
展

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
伴
い
ま
す
が
、

し
か
し
我
々
に
は
具
体
的
な
人
集
め
の
た

め
の
少
林
寺
拳
法
と
、
理
想
境
建
設
と
い

う
思
想
的
内
容
が
あ
り
ま
す
。
組
織
化
に

は
有
利
な
は
ず
で
す
。
そ
れ
は
具
体
的
に

い
え
ば
、
組
織
の
中
心
に
な
る
各
単
位
の

リ
ー
ダ
ー
が
、
使
命
感
に
根
ざ
し
た
熱

意
・
識
見
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
同
時
に
、
そ
の
熱
意
・
識
見
が
奉
仕

精
神
に
基
づ
い
た
実
践
行
動
を
伴
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
は
自
分
だ
け
が
儲も

う

け
、
楽
を
し
、

自
分
だ
け
が
得
を
す
る
生
き
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
半
分
は
や
は
り
人
の
た
め
、
社

会
の
た
め
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
。
そ
れ

が
奉
仕
す
る
心
な
の
で
す
。

開祖語録
ダイジェスト

1967年８月
指導者講習会
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法を問い　
学を修める

言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
こ
と
を

伝
え
る
と
い
う
こ
と

vol.16
文／須田　剛

　
「
間
違
っ
た
技
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
」と
い
う

言
葉
が
、
地
方
の
武
専
で
指
導
中
の
先
生
の
口
か
ら

出
た
。

　

拳
を
学
ぶ
に
際
し
て
、
私
た
ち
は
師
の
格
に
至
る

こ
と
を
、
第
一
と
す
る
。
師
の
形
に
己
の
動
き
を
な

ぞ
ら
え
よ
う
と
努
め
る
。
開
祖
の
人
間
観
を
感
じ
さ

せ
る
具
体
的
で
、
学
習
・
修
得
に
共
通
す
る
訓お

し

え

が
、
ま
ず
、
ま
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
っ

て
、
私
た
ち
は
師
か
ら
学
び
、
後
輩
に
ま
ず
形
を
教

え
よ
う
と
努
め
る
。
勢
い
、「
そ
れ
は
違
う
」「
こ
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
言
葉
と
な
る
。

　

ど
こ
が
違
い
、
ど
う
身
体
を
操
作
す
べ
き
か
。
考

え
、
試
行
し
、
省
み
、
修
正
し
、
行
う
こ
と
を
繰
り

返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
志
と
動
作
、
心
と
体
を
変

え
育
て
る
。
そ
れ
故
こ
の
こ
と
を
易え

っ

筋き
ん

行ぎ
ょ
う

と
い
う
。

　

教
え
る
人
に
も
、「
問
い
」が
生
じ
る
。「
自
分
は

自
分
が
言
う
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
か
」、「
な
ぜ
そ

れ
は
違
う
と
い
え
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
な
理
由
で
そ

う
す
べ
き
な
の
か
」と
。
私
た
ち
が
教
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
内
容
と
教
え
方
を
誠
実
に
組
み
立
て

よ
う
と
い
う
努
力
と
、
誠
実
さ
だ
け
で
は
許
さ
れ
な

い
危
う
さ
を
自
覚
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
、
自
ら
に
も
同
様
の
こ
と
を
問
う
て
い
る
か
ら
で

も
あ
る
。
そ
し
て
、
人
は
正
し
い
努
力
に
よ
り
よ
く

変
わ
り
え
る
と
い
う
法
を
信
じ
る
修
行
者
の
集
ま
り

だ
か
ら
で
も
あ
る
。
教
え
る
人
に
と
っ
て
も
易
筋
行

な
の
だ
。

　

私
た
ち
が
修
行
に
際
し
て
準
拠
す
べ
き
こ
と
は
、

新
入
門
者
に
も「
修
行
の
心
得
」と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
。
８
項
目
に
整
理
さ
れ
、
修
行
目
的
を
第
一
に
掲か

か

げ
入
門
者
に
そ
の
意
志
を
問
う
。
こ
の
修
行
目
的
に

合
わ
ぬ
も
の
は
、
こ
の
道
に
入
る
必
要
は
な
い
と
。

こ
れ
は
開
祖
の
強
い
意
思
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。「
三

徳
」を
求
め
る
だ
け
な
ら
ば
、
他
の
武
道
や
何
か
で

も
よ
い
。
人
と
し
て
尊
厳
が
守
ら
れ
る
理
想
社
会
を

実
現
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
積
極
的
な
行
動
が

で
き
る
自
己
に
変
革
し
よ
う
と
い
う
意
志
の
な
い
も

の
に
は
、
少
林
寺
拳
法
の
修
行
を
す
る
意
義
は
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

修
行
の
心
得
は
、
反
復
し
た
身
体
へ
の
定
着
の
前

に「
理
を
知
る
こ
と
」を
掲
げ
る
。
自
分
と
師
と
の
身

体
的
個
性
を
置
き
、
ま
ね
る
と
い
う
行
為
に
も
、
そ

の
技
の
理
法
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
意
は
修
練
を
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
技
を
学

び
、
ま
た
指
導
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
理
法
を
見み

い

出だ

せ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
教
え
る
立
場
に
立
つ
も
の

は
、
形
に
あ
る
理
法
を
示
せ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
少
林
寺
拳
法
は
、
他
者
と
の
よ
き
関
係
を
作
り

社
会
性
の
育
成
を
目
指
し
相
対
演
練
を
主
と
す
る
。

自
己
の
心
深
く
に
入
り
込
み
自
己
の
本
性
を
問
う
個

と
し
て
の
修
練
で
は
な
い
。
天
与
の
才
豊
か
な
ら
ざ

る
も
の
で
も
、
そ
の
理
、
法
に
従
え
ば
必
ず
上
達
し

え
る
道
で
あ
り
、
我
と
宇
宙
が
一
体
化
す
る
個
を
求

め
る
道
で
は
な
い
。
理
法
を
知
る
こ
と
が
目
的
で
は

な
く
、
理
法
に
従
っ
て
己
を
変
え
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。

　

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
や
り
方
な
ら
ど
う
す
る
ほ

う
が
理
法
に
合
う
の
か
を
語
れ
る
力
が
、
結
果
以
上

に
過
程
の
評
価
が
、
ま
た
異
な
る
こ
と
の
強
調
以
上

に
共
通
す
る
理
法
を
理
解
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
今
の
私
の
師
の

問
い
か
け
へ
の
さ
さ
や
か
な
ご
回
答
で
あ
る
。

　
「
不ふ

立り
ゅ
う

文も
ん

字じ

・
教
外
別
伝
」。
言
葉
は
す
べ
て
を

伝
え
き
れ
な
い
。
し
か
し
言
葉
を
通
じ
て
伝
え
る
努

力
を
怠
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
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禅
の
公
案
集『
無
門
関
』に
、
次
の
よ
う
な
問
答
が

あ
る
。

　

新
入
り
の
僧
が
師
匠
に
教
え
を
乞
う
た
。

　

新
入
り「
一
つ
尊
い
お
示
し
を
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
」

　

師
匠「
食
事
は
済
ん
だ
か
」

　

新
入
り「
は
い
」

　

師
匠「
そ
れ
で
は
、
茶
碗
を
洗
っ
て
お
き
な
さ
い
」

　

こ
の
と
き
新
入
り
の
僧
は
悟
り
を
得
た
と
い
う
。

こ
の
問
答
は
、
仏
法
が
日
常
生
活
と
は
か
け
離
れ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
隅
々
に

あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
と
き

の「
茶ち

ゃ

碗わ
ん

を
洗
っ
て
お
き
な
さ
い
」と
い
う
気
づ
き
の

き
っ
か
け
と
な
る
言
葉
を
一
転
語
と
い
う
。
一
転
語

と
い
う
言
葉
は
禅
の
公
案
に
見
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る

が
、
こ
の
気
づ
き
の
言
葉
は
日
常
的
な
簡
単
な
語
句

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

　

金
剛
禅
で
も
日
常
的
所
作
の
意
味
の
重
さ
を
説
い

て
お
り
、
作さ

務む

は
重
要
な
修
行
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

脚き
ゃ
っ

下か

照し
ょ
う

顧こ

は
新
入
門
者
に
対
し
て
最
初
に
教
え
る

こ
と
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
修
行
と
は
、
や
ろ
う

と
思
え
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
取
り
組
め

る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
金
剛
禅
で
は
こ
の
先
が
あ
っ

て
、
こ
こ
か
ら
先
が
金
剛
禅
の
金
剛
禅
ら
し
さ
と
い

え
る
。
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
門
信
徒
一
人
ひ
と

り
の
社
会
と
の
接
続
関
係
で
あ
る
。
地
域
、
家
庭
、

職
場
、
学
校
な
ど
で
の
門
信
徒
の
位
置
づ
け
。
つ
ま

り
良
好
な
関
係
で
社
会
と
接
続
し
て
い
る
か
ど
う
か

が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
は
少
林
寺
拳

法
の
創
始
の
原
点
が
、「
人
づ
く
り
に
よ
る
国
づ
く

り
」で
あ
る
こ
と
と
深
く
関か

か

わ
っ
て
い
る
。

　
『
少
林
寺
拳
法
教
範
』第
一
編
は「
拳け

ん

禅ぜ
ん

一い
ち

如に
ょ

、
力

愛
不
二
の
法
門
、
金
剛
禅
に
つ
い
て
」、
第
三
編
は

「
少
林
寺
拳
法
に
つ
い
て
」と
そ
れ
ぞ
れ
題
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
創
始
の
経
緯
や
、
他
教
団
、
他
武

道
な
ど
と
の
差
異
性
が
繰
り
返
し
繰
り
返
し
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
特
に
第
一
編
に
お
い
て
、
開
祖
が
金
剛

禅
の
原
形
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
と
き
に
は
、「
現
実

の
組
織
化
さ
れ
た
仏
教
教
団
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う

な
も
の
は
一
つ
と
し
て
存
在
し
て
い
る
様
子
も
な

か
っ
た
」（
上
巻
29
頁ペ

ー
ジ

）と
あ
る
。
金
剛
禅
が
新
し
い

道
で
あ
る
こ
と
、
独
自
性
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
金
剛
禅
、
少
林

寺
拳
法
の
独
自
性
、
他
と
の
差
異
性
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
社
会
と
の
接
続
関
係
を
重

要
視
し
て
い
る
点
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
お
い

て
、
こ
の
道
が
今
ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
道
だ
と

い
え
る
の
だ
と
思
う
。

　

翻
っ
て
２
０
１
１
年
、
現
代
に
同
じ
よ
う
な
教

団
・
武
道
団
体
・
社
会
教
育
団
体
が
あ
る
の
か
と
い

う
と
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
で
は「
一
つ
と
し
て
」存
在

し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
少
林
寺
拳
法
創
始

か
ら
60
年
以
上
。
社
会
は
変
転
し
て
い
る
。
こ
ん
な

と
き
私
た
ち
は
、
他
と
の
差
異
性
を
失
う
べ
き
で
は

な
い
。

　

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
文
化
は
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で

異
文
化
を
受
容
し
変
容
し
て
き
た
。
差
異
性
は
自
文

化
へ
の
誇
り
と
な
る
が
、
多
く
の
場
合
国
粋
主
義
と

結
び
つ
く
。
し
か
し
歴
史
の
流
れ
に
逆
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
い
か
な
る
文
化
も
排
除
の
論
理
で
存
在

し
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

組
織
改
革
真
っ
た
だ
中
で
あ
る
が
、
少
林
寺
拳
法

グ
ル
ー
プ
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
変
化
を
受
容

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
文
化
の
歴
史
的
な
流
れ
を
見

る
と
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
社
会
の
変
化
を
受
容

し
変
容
を
続
け
る
だ
ろ
う
。
こ
の
受
容
と
変
容
の
契

機
と
な
る
の
は
、
実
は
少
林
寺
拳
法
創
始
の
原
点
で

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。
私
た
ち
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る「
人
づ
く
り
に
よ
る
国
づ
く
り
」―
―

社
会
と
の
接
続
関
係
こ
そ
が
、
受
容
と
変
容
の
契
機

と
な
り
え
る
。
そ
の
意
味
で
も
少
林
寺
拳
法
創
始
の

原
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

山
口
周
防
道
院
道
院
長　

山
本
晃
正

良
好
な
関
係
で

社
会
と
の
つ
な
が
り
を

みち
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新連載　金剛禅オフィシャルサイト連動企画　http://www.shorinjikempo.or.jp/religious/index.html

ダイジェスト ×

道院長

元気の素

ダイジェスト ×

志を
　　つなぐ

三
み

重
え

津
つ

東
ひがし

道院
道院長　濱

はま

崎
ざき

哲
てつ

也
や

（46歳）

︱
︱
道
院
で
の
指
導
方
針
は
？

　

夢
を
具
体
的
な
目
標
に
置
き
換
え
る
た

め
の
プ
ロ
セ
ス
を
指
導
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
現
在
の
立
ち
位
置
と
目
標

の
明
確
化
を
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
繰
り
返
し
話
を
す
る
と
と
も
に
行
動

さ
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

道
院
は
宗
教
活
動
、
す
な
わ
ち
人
と
し

て
よ
り
よ
く
生
き
る
方
法
を
教
え
る
場
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
道
院
長
や
幹
部
が

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
こ
と
が
大
切
。　

　

無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と
語
る
道
院
長

を
見
た
と
き
に
、
そ
れ
は
本
当
だ
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
絶
え
ず
自
分
磨
き
を

し
て
お
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
︑
道
院
長
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
︑
道
院
長
冥み

ょ
う

利り

な
ど
︑
金
剛
禅
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
イ
ト
の
全
文
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

ま
ず
指
導
者
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
る
こ
と

経
済
豊
か
、
時
間
豊
か
、
思
い
豊
か
、

３
拍
子
そ
ろ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
夢

久
く

保
ぼ

 博
ひろし

　63期生
大導師大範士九段

vol.1vol.1

教
典
は
私
に
と
っ
て
の
道
し
る
べ

▶開祖の前で演武をした
のはこのときを含め２回

◀上京した開祖を東京道院
の仲間で囲む

　

私
は
上
京
し
た
当
初
か
ら
、
自
分
で
事

業
を
起
こ
し
た
い
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま

し
た
。
田
舎
で
少
林
寺
拳
法
二
段
を
取
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
そ
の
と
き
は
自

分
が
道
院
を
出
す
な
ん
て
、
夢
に
も
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
い
つ
の
間

に
か
指
導
者
と
な
っ
て
い
た
︙
︙
私
の
人

生
に
お
い
て
、
こ
れ
以
上
の
影
響
を
受
け

た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
剛
禅
と
い
う

一
つ
の
大
き
な
縁
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

不
思
議
と
必
要
な
場
面
に
な
る
と
開
祖

の
言
葉
が
ふ
っ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
や

は
り
学
問
的
に
教
え
を
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
実
践
し
て
生
活
の
中
で
生
か
す
こ
と

が
大
切
。
教
典
に
は
少
林
寺
拳
法
の
教
え

が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
自
分
は
求

道
者
で
あ
る
意
識
を
持
つ
こ
と
、
す
る
と

自
然
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
︑
少
林
寺
拳
法
が
無
名
時
代
の
東

京
で
の
布
教
活
動
や
開
祖
と
の
思
い
出
な
ど
︑
金
剛

禅
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
の
全
文
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
︒

担当／山下真由美

全文はサイトへ
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義援金
支援先：支援対策本部が、被害状況により、被災者生活

支援ならびに復興事業に活用していただけるよ
う、適切な配分を検討し、少林寺拳法各県連盟、
被災地区県庁、日本赤十字社などに送金します。

報　告：総額と配分などについては、公式ウエブサイト
にてご報告いたします。なお、振り込み手数料
は、別途のご負担をお願いいたします。

注　意：送金の際は、送金者名（教区名、連盟名、所属
名、個人名など）を明記ください。

⑴銀行振込 ［受取口座］百十四銀行（ひゃくじゅうし）
　多度津支店 普通預金 0917491
　少林寺拳法 東日本大震災義援金 代表 新井庸弘
⑵郵便振替 ［受取口座］ゆうちょ銀行
　番号　01610－0－84671
　口座名称　一般財団法人 少林寺拳法連盟
　※他銀行から振り込む場合は、下記をご指定ください。
　ゆうちょ銀行：店番：一六九（イチロクキュウ）店（169）
　当座預金：口座番号：0084671
⑶本山、本部の募金箱
　〔連絡先〕総務部門 丸山登、宮本公己 
　TEL 0877-33-2020、E-mail: info@shorinjikempo.or.jp
物資支援
・行政機関等を通じての、物資支援にご協力ください。

・少林寺拳法グループの支援体制は、道路復旧状況を見据
えて判断し、後日ご連絡します。

〔連絡先〕支援部門 向田弘之、片山真司
TEL 0877-33-2020、E-mail: info@shorinjikempo.or.jp
生活・学習支援
・禅林学園では岩手、宮城、福島県などの被災された拳

士およびご家族の方の受け入れを行います。学生寮に
男子16名、学生会館に女子10名の受け入れが可能です。
特に学業に差し支えが生じている就学者(中学生、高校
生) については、学習などのサポートを行いますのでご
連絡ください。

〔連絡先〕禅林学園　高橋直美
TEL 0877-33-0044、E-mail：zenrin@shorinjikempo.or.jp
被災者受け入れ
・少林寺拳法グループでは、本山施設（職員寮など）にて本

震災の被災された拳士およびご家族の方の一時受け入
れを行います。詳細につきましては後日ご連絡します。

・同時に、各地域で被災者の受け入れを行っていただけ
る、全国のホストファミリー（所属長、拳士、関係者不
問）も募集いたします。こちらも詳細につきましては、
後日ご連絡いたします。

〔連絡先〕被災者受入部門　鈴木仁、永安正樹
TEL 0877-33-1010、E-mail：info@shorinjikempo.or.jp

緊　急　連　絡

年間行事予定表記載の行事開催
◆５月の開催行事
・５月～　 道院長研修会 ⇒（実施）出席可能な方
　　　　　　　　　　（SKP推進会議、V-UPⅡ補講含む）
　※震災の影響を考え、北海道地区での開催〔7/9・10、

札幌市〕。→受講者対象の特昇を7/8に実施します
　※１～４次の前日の特昇においても、当初の予定どお

り実施します。
・５/ 29　帰山 ⇒（中止）個別対応は可能
◆６月の開催行事
・６/ 26　特別昇格考試 ⇒（実施）
・６/ 26　宗）認証式 ⇒（道院長研修会時に実施）
※各地方行事の開催は、各主催者にてご判断ください。
行事開催の場合は、震災被災者・地域への支援・復興に
関する対応にご配慮ください。７月以降の行事は、後日
連絡します。
地方考試員・審判員講習会実施について

　被災された拳士はもとより、被災救援・復興支援など
による職業上の事情により、 2011年度考試員・審判員講

習会が受講できない受講対象拳士に対して、以下のとお
り特例措置を設けます。
①2010年度の考試員・審判員資格の有資格者は、自県・

他県を含む後ほどの受講を前提として、考試員・審判
員資格の任期を延長します。

②震災により考試員・審判員講習会が実施できなかった
都道府県については、４月以降の実施も認めます。

③震災により受講できなかった拳士を対象とした補講の
開催を認めます。

昇段・昇級考試実施について
　震災による被災、または救援・復興支援により、３月
に予定していた昇段・昇級考試が受験できなかった拳士
について、以下のとおり特例措置を設けます。
①上記理由により、受験が延期となった拳士に対して、

旧試験制度での実施を６月末まで認めます。
②３月に一般３級受験を予定していた見習い拳士の場合

は、４月以降も６級ではなく、３級の受験を認めます。
該当拳士がいる場合は、あらかじめ本山までご一報く
ださい。

少林寺拳法グループ
東日本大震災 支援対策本部
本部長　浦田 武尚

　災害支援関係

　各種行事開催および対応



11   あ・うん　2011　皐月・水無月 あ・うん　2011　皐月・水無月   10        

東京大田道院　瀬川伸一氏の件
　2010年12月19日付にて、金剛禅総本山少林寺規則施行細則第７条第１項、ならびに
金剛禅総本山少林寺資格規程第24条第１項により、以下のとおり処分する。

　すべての資格を剥
はく

奪
だつ

して、破門とする。

※一般財団法人少林寺拳法連盟におきましても同様の措置となっております。

I N F O R M A T I O N

中導師
■2010年12月1日付
石川 奈々恵(埼玉本庄道院)
野口 正登(千葉松戸道院)
森迫 剛(茨木東奈良道院)
平松 義雄(岡山大福道院)
黒木 豊(大分春日道院)

■2011年2月1日付
西川 明輝（東京月島道院）
渡部 菜穂子（山口厚狭道院）
■2011年3月6日付
池田 明史（専門学校禅林学園）

権中導師
■2010年12月1日付
内田 泰啓(石神井東道院)
岩本 秀雄(川崎麻生道院)
古川 智規(川崎麻生道院)
高橋 弘隆(柏崎道院)
香月 亨一(名古屋桜道院)

長澤 政一(江南道院)
塚原 弘義(尾張旭南道院)
伊藤 公昭(松阪西道院)
中澤 昭則(松阪西道院)
高橋 拓也(明石道院)
森山 史朗(福岡大川道院)

僧階昇任者

●新設
富良野光明寺道院 青木 賢隆
伊勢崎東道院 石田 浩一
野田川間道院 古嶋 賢幸
代々木上原道院 大澤 隆
厚木東道院 飯田 真弘
ひだ萩原道院 老田 尚
京都長岡道院 篠井 米藏
唐津西道院 池内 一文

八代白鷺道院 木村 俊介
鹿児島霧島道院 横山 春一郎

●道院長交代
石狩花川道院 大沼 英男
黒石道院 齋藤 透
八王子南道院 山口 芳幸
尾張小牧道院 相谷 直善
四日市龍王道院 関森 隆治

滋賀皇子山道院 岩本 剛
大阪高槻道院 北野 裕士
柏原旭ケ丘道院 酒井 信人
大阪狭山道院 山﨑 武宏
神戸山の手道院 青山 裕昭
小野道院 賀内 重善
芦屋道院 田中 英将
神戸東道院 八木 康光
田辺東道院 講初 修

倉敷西道院 板谷 茂雄
徳島美馬道院 妻形 淳
本部道院 浦田 武尚
福岡伊都道院 西村 久夫
長崎多良見道院 高橋 正義
御船道院 緒方 公
菊池道院 高山 毅

2011年2月度　認証

▷森道院長を祝う会実行委員会 40,000円
▷大阪富木道院 30,000円
▷境港道院　木村 弘史　支部設立30周年記念 30,000円
▷徳島県教区一同 20,000円
▷香川県教区 10,000円

▷東京都教区 10,000円
総本山少林寺改修基金
▷横浜慈眼寺道院　黒澤 正興　創立40周年記念 50,000円
▷福岡北道院　中村 秋尚 30,000円
▷鳥取気高道院　大田 勝則 30,000円

お布施

５月の本山行事
14日（土）～15日（日）　道院長研修会１次
15日（日）　開祖忌
21日（土）～22日（日）　道院長研修会２次
６月の本山行事
11日（土）～12日（日）　道院長研修会３次
18日（土）～19日（日）　道院長研修会４次
26日（日）　特別昇格考試

報告

１.企画の一部中止のお知らせ　
・「フォト・コンテスト」、「ハート・コンテスト」は中止とします。
２．企画の方針について
①身近な社会への関心を持ち、他人のこと、環境のこと、生きる

ことなどを考え、行動することが宗道臣デーの方針ですが、特
に今年は東日本大震災への復旧、復興支援につながる内容とし
てはいかがでしょうか。被災地には人手・物資・心……さまざ
まに援

たす

けを求めている人たちがたくさんいます。今、私たちにで
きることは何でしょうか。支援できることを考えてみましょう。

②ボランティア活動としてだけでなく、活動を通じて心を育
はぐく

む場
となるよう企画を進めてみましょう。

３．活動の事例
・地元でチャリティーバザーを開き、収益金を義援金にする。
・物資を集めて、被災地へ送る。

・地元での危機管理対策のキャンペーンや講演を主催する。
・被災地での支援活動（避難所の手伝い、被災地の片づけなど）を

行う（ただし、受け入れ窓口への事前連絡などを必ず行うように
しましょう）。
４．実施にあたって大切なこと
・実施前に、「何のための宗道臣デーか？」をリーダー自らがしっ

かりと押さえることが大切です。これをしっかり押さえずに企
画を作っても、表面的な実施で終わり、学びが得られないで
しょう。

・事前勉強会として「宗道臣デーのてびき」もぜひご活用ください。
・実施後は、皆で「自分がどんな気持ちだったのか」を話し合って

みましょう。
・リーダーは、皆の感想を受けて、次回の活動へつなげてくださ

い。

2011年宗道臣デーについて
お知らせ

　東日本大震災により、 2011年3月インフォメーションで発信した内容について、
以下のとおり変更・修正をいたします。なお、宗道臣デーの活動の主旨は変更ござ
いません。　　　　　　　　【問い合わせ先】0877-33-2020　向田弘之／飯野貴嗣
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東京羽田道院　白尾國宗

縁

編集後記▶新年度を前に春まだ寒い3月11日
午後、歴史に残る大地震M9.0、大津波に東
日本が見舞われた。報道より地震による避難
範囲の規模の大きさはもとより、原子力発電
所の事故を知り愕

がく

然
ぜん

。▶避難者、行方不明
者、犠牲者の多さなど記録的大惨事、生き地
獄のような現実、本当に慰めの言葉もない。
▶復興に向けた支援で仲間として、日本人と
して、地球人として何ができるか。援

たす

け合い
の輪を広げて行かねばならない。　　　 （あ）
表　　紙▶河合 修　愛知県出身。日本を代
表する写真家・藤井秀樹氏のアシスタントを
経て独立。 2009年5月より「ダーマ」をテー
マに、『あ・うん』の表紙撮影に取り組む。
ホームページは「写真家　河合修」で検索！　
名古屋千種道院、中拳士三段。
金剛禅総本山少林寺オフィシャルサイト▶
http://www.shorinjikempo.or.jp/religious/index.html

２週ごとに更新される代表メッセージをは
じめ、「宗門の行としての少林寺拳法」を動画
でご覧いただけるほか、誌面に掲載しきれな
かった記事・写真も掲載されています。

検索金剛禅総本山少林寺



片手投は、仕掛けの技法である。仕掛け技を修練するにあたっては、特に相手の機先
を制し、虚を捉

とら

えるコツを会得するよう心がけたい。捕り方としては、相手の右手首
に我の手を引っ掛け、外側から内へ腕を捻

ね

じりながら、左足を深く踏み入れて身体を
反転し、左膝

ひざ

をつき、肘
ひじ

を上げながら、手首を殺して引き落とす。体捌
さば

きは二足全転
換で、自分の身体が相手から離れず、内に入り込むように沈み込むとよい。

撮影／近森千展　文／飯野貴嗣　演武者／守者：川島一浩 正範士七段　攻者：飯野貴嗣 大拳士六段

の としての少林寺拳法

五
ご
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か
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　片
かた

手
て

投
なげ

Goka Ken,    Katate Nage


